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７
月
8
日
に
最
高
裁
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の

「
段
階
的
参
加
方
式（
横
浜
方
式
）」を
求
め
る

杉
並
区
の
請
求
を
、
実
質
的
な
審
査
も
な
く

「
門
前
払
い
」
と
い
う
決
定
を
下
し
ま
し
た
。こ

の
こ
と
に
よ
り
「
住
基
ネ
ッ
ト
に
不
安
な
住
民

は
当
面
不
参
加
も
許
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
区
の

主
張
は
退
け
ら
れ
、「
全
員
参

加
」
を
求
め
る
高
裁
判
決
が
確

定
す
る
と
い
う
大
変
残
念
な

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
、
心
よ

り
お 
詫 
び
申
し
上
げ
ま
す
。

わ

　

私
は
平
成　

年
の
区
議
会

１２

に
お
い
て
「
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
危
惧
」
を
表
明
、

　

年
に
は
区
民
の
個
人
情
報
保
護
の
た
め
に

１３全
国
初
の
「
住
基
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
条
例
」
を
制

定
、
そ
し
て　

年
の
稼
働
時
に
は
個
人
情
報

１４

保
護
法
制
の
未
整
備
を
理
由
に
住
基
ネ
ッ
ト

に
不
参
加
、翌
年
国
が
横
浜
市
に
認
め
た「
段

階
的
参
加
方
式
」
に
よ
る
参
加
を
杉
並
区
に

も
適
用
す
る
よ
う
求
め
た
が
認
め
ら
れ
ず
、

　

年
に
東
京
地
裁
に
提
訴
し
司
法
判
断
を
仰

１６ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
は
全
国

に
先
駆
け
、一
貫
し
て「
国
民
強
制
参
加
の
住

基
ネ
ッ
ト
は
、
健
全
で
有
効
な
Ｉ
Ｔ
社
会
に
つ

な
が
ら
な
い
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
全
区
民

の
安
全
安
心
の
た
め
、
日
本
の
将
来
の
た
め
、

自
治
体
の
長
と
し
て
主
張
す
べ
き
は
堂
々
と

主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
最
高
裁
の
判
断
は
、
住
民
基
本
台

帳
事
務
と
い
う
自
治
体
固
有
の
事
務
に
関
し

て
、
独
自
に
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
自
治
体
の
裁
量
権
を
認
め
な
い
点

で
、
時
代
錯
誤
の
不
当
な
判
断
で
あ
り
、
私
と

し
て
も
全
く
承
服
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
せ

ん
が
、
司
法
の
最
終
判
断
が
下
っ
た
以
上
、
行

政
官
と
し
て
は
当
然
判
決
に
は
従
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

た
だ
司
法
の
判
断
が
あ

っ
た
か
ら
と
いっ
て
、「
利
用

の
選
択
権
が
あ
っ
て
こ
そ

Ｉ
Ｔ
社
会
は
健
全
な
も
の

に
な
る
」
と
い
う
私
の
政
治
家
と
し
て
の
信
念

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
は
法
の
改
正
を

求
め
つつ
も
、
区
長
と
し
て
区
民
の
安
全
安
心

を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
法
の
範
囲
内
で
で
き

う
る
方
策
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

最
高
裁
の
決
定
を
受
け
て

杉
並
区
長

に
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
最
高
裁
判
所
で
上

告
棄
却
と
い
う
残
念
な
決
定
が
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
住
基
ネ
ッ
ト

訴
訟
は
次
に
掲
げ
る
社
会
的
な
意

義
を
有
し
て
い
る
も
の
で
す
。

⑴
分
権
時
代
の
基
礎
自
治
体
と
し

て
の
あ
る
べ
き
姿
勢
を
示
し
た
こ

と
　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

事
務
の
効
率
化
と
い
う
住
基
ネ
ッ

ト
導
入
の
目
的
が
、
個
人
の
自
由

に
優
先
す
る
価
値
で
あ
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
、
区
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
い
く

と
い
う
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
区

が
果
た
す
べ
き
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、
分
権
時
代
の
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
勢

を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
分
権
と
自
治
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
に
お
い

て
、
行
政
主
体
相
互
に
意
見
の
相

違
が
あ
る
場
合
の
紛
争
調
整
の
仕

組
み
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
き
ま
し
た
。

⑵
住
基
ネ
ッ
ト
の
問
題
点
を
広
く

社
会
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と

　

主
に
次
の
三
点
を
指
摘
し
、
今

後
の
Ｉ
Ｔ
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
、
改
め
て
国
民
的
な
議
論

を
行
い
、
よ
り
多
く
の
国
民
の
理

解
と
納
得
を
得
る
こ
と
が
必
要
な

こ
と
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

①
費
用
対
効
果
が
明
確
で
な
い
こ

と②
強
制
加
入
の
制
度
は
、
い
ず
れ

不
効
率
と
サ
ー
ビ
ス
の
劣
化
を
招

く
こ
と
と
な
り
、
制
度
を
崩
壊
さ

せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

③
共
通
番
号
が
、
個
人
情
報
の
国

家
へ
の
集
積
を
も
た
ら
し
、
国
民

の
自
立
心
や
独
立
自
尊
の
精
神
を

 
萎 
え
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

なこ
れ
ま
で
の
訴
訟
費
用

　

第
一
審
に
要
し
た
費
用
は
二
五

九
一
万
五
六
三
五
円
、
控
訴
審
に

要
し
た
費
用
は
一
七
八
二
万
九
一

八
三
円
、
上
告
審
に
要
し
た
費
用

（
見
込
み
額
）
は
一
四
二
三
万
一

九
六
二
円
で
、
合
計
（
見
込
み
額
）

は
五
七
九
七
万
六
七
八
〇
円
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
費
用
の
内
訳
は
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

区では７月８日の最高裁判所の上告棄却決定を踏まえて、住基ネット（左
下参照）への参加準備を始めることにしました。参加にあたっては、区と
してとれる万全な個人情報保護対策を講じていきます。

害害問い合わせは、区民課調整担当または総務課法規係へ。

こ れ ま で の 経 緯

住
基
ネ
ッ
ト

　

区
市
町
村
が
管
理
し
て
い
る

住
民
基
本
台
帳
の
記
載
事
項
の

う
ち
、
本
人
確
認
情
報
（
氏
名
・

生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・
住

民
票
コ
ー
ド
と
、
こ
れ
ら
の
変

更
情
報
）
を
、
他
の
区
市
町
村

や
都
道
府
県
、
指
定
情
報
処
理

機
関
に
専
用
回
線
を
通
じ
て
提

供
す
る
、
全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
す
。

段
階
的
参
加
方
式

　

国
が
認
め
た
住
基
ネ
ッ
ト
へ

の
参
加
の
方
式
で
、　

年
か
ら

１５

　

年
ま
で
横
浜
市
で
実
施
さ
れ

１８ま
し
た
。
全
員
参
加
を
前
提
と

し
た
段
階
的
な
対
応
で
、
住
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
立
場

か
ら
、
非
通
知
を
希
望
し
た
方

の
参
加
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
安

全
性
を
総
合
的
に
確
認
し
た
と

き
と
す
る
も
の
で
し
た
。

住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加
準
備
に
つ
い
て
は
、

２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

１１年８月＝住基ネット導入の改正住基法公布
１２年６月＝区長が区議会で、「住基ネットへの危惧」を 
　　　　　表明
１３年９月＝「杉並区住基プライバシー条例」制定
１４年８月＝住基ネットへの不参加を発表
１５年５月＝都知事から「是正の勧告」、個人情報保護関 
　　　　　連５法公布
同年６月＝「段階的参加方式」での参加を決定
同年１０月・１１月＝非通知申出の一斉受付
１６年８月＝国と都を被告として、訴訟を東京地方裁判 
　　　　　所に提起
１８年３月＝東京地方裁判所判決（訴え却下・請求棄却）
同年４月＝東京高等裁判所に控訴の提起
１９年１１月＝東京高等裁判所判決（控訴棄却）
同年１２月＝最高裁判所に上告の提起
２０年７月＝最高裁判所決定（上告棄却）

住
基
ネ
ッ
ト
訴
訟
に 

つ
い
て

　
　

年
６
月
、「
段
階
的
参
加
方
式

１５
（
左
下
参
照
）」で
の
参
加
を
決
定

し
て
か
ら
、
区
は
国
や
都
と
交
渉

し
ま
し
た
が
、「
段
階
的
参
加
は
認

め
な
い
」
と
い
う
国
な
ど
の
主
張

と
、「
同
じ
住
民
基
本
台
帳
法
の
下

で
、
な
ぜ
横
浜
市
に
認
め
ら
れ
杉

並
区
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か
」

と
い
う
法
の
下
の
平
等
を
求
め
る

区
の
主
張
と
の
溝
は
埋
ま
ら
ず
、

そ
の
法
解
釈
の
溝
を
埋
め
早
期
に

決
着
を
図
る
た
め
に
も
、
司
法
と

い
う
第
三
者
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と

健全なＩＴ社会の
実現に向けて
個人情報保護対策を万全にし

住基ネットへの参加準備を始めます
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参
加
に
あ
た
っ
て
の
対
策

　

区
と
し
て
、
次
の
個
人
情
報
保
護

対
策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
ま
す
。

⑴
健
全
な
Ｉ
Ｔ
社
会
実
現
に
向
け
た

自
治
体
の
研
究
提
言
機
構
の
創
設

　

こ
れ
ま
で
の
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
健
全
な
Ｉ
Ｔ
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
最
も
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
直
結
し
た
自
治
体
の
現
場

か
ら
、
国
に
先
立
ち
さ
ま
ざ
ま
な
提

言
を
行
う
自
治
体
相
互
の
研
究
提
言

機
構
を
創
設
し
ま
す
。

⑵
区
に
お
け
る
運
用
を
監
視
す
る
第

三
者
機
関
の
設
置

　

区
に
お
け
る
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用

状
況
を
監
視
し
、
そ
の
結
果
を
公
表

し
、
区
民
か
ら
の
苦
情
・
要
望
を
処

理
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
改
善
の

勧
告
な
ど
を
行
う
第
三
者
機
関
を
設

置
し
ま
す
。

⑶
緊
急
時
対
応
策
の
構
築

　

住
基
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
、
区
民
の

本
人
確
認
情
報
の
漏
え
い
、
ま
た
は

不
適
正
な
利
用
が
明
ら
か
と
な
っ
た

場
合
な
ど
に
お
い
て
、
住
基
ネ
ッ
ト

か
ら
の
切
断
な
ど
を
含
め
、
取
る
べ

き
対
応
策
を
明
確
に
定
め
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
業
務
開
始
時
期

　

今
後
、国
・
都
、Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
Ｃ（
地

方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
と
の

連
絡
調
整
を
行
い
、　

年
１
月
の
業

２１

務
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま

す
。

⑴
住
基
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
の
発

行
、
広
域
交
付
な
ど
の
業
務

　
　

年
１
月
の
開
始
予
定
で
す
。

２１
⑵
本
人
確
認
情
報
の
行
政
機
関
な
ど

「
パ
ス
ポ
ー
ト
、
年
金
の
現
況
届
な

ど
」
に
よ
る
利
用

猿
パ
ス
ポ
ー
ト
＝　

年
１
月
か
ら
の

２１

見
込
み
で
す
。

猿
国
民
・
厚
生
年
金
の
現
況
届
＝　
２１

年
３
月
分
か
ら
の
見
込
み
で
す
。

※
詳
細
が
分
か
り
次
第
、「
広
報
す
ぎ

な
み
」な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
の
確
認

　

区
は
、　

年　

月
、
郵
送
に
よ
り
、

１５

１０

「
住
民
票
コ
ー
ド
」
を
区
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
通
知
し
て
い
ま

す
。

　

何
ら
か
の
申
請
な
ど
に
際
し
「
住

民
票
コ
ー
ド
」
が
不
明
な
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
、
区
民
課
（
区
役
所

東
棟
一
階
）、区
民
事
務
所
・
分
室
、駅

前
事
務
所
の
窓
口
で
、「
住
民
票
コ
ー

ド
」
の
記
載
が
あ
る
「
住
民
票
の
写

し
」
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
無
料
で

交
付
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ

ー
ト
・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
、

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一

世
帯
の
方
の
み
が
請
求
で
き
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

目
的
で
、
自
動
車
に
対
す
る
規
制
だ

け
で
な
く
、
工
場
な
ど
に
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
な
ど
の
発
生
原
因
と
な
る
揮

発
性
有
機
化
合
物
の
大
気
中
へ
の
排

出
を
抑
え
る
対
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

過
去
五
年
間
の
結
果
は
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
環
境
マ
ッ
プ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　
 

環
境
課
公
害
対
策
係

 
問

　

区
は
区
内
の
大
気
汚
染
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
四
地
点
で
大
気
汚
染

物
質
を
常
時
測
定
し
て
い
ま
す
。　
１９

年
度
の
項
目
別
測
定
結
果
と
環
境
基

準
達
成
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

二
酸
化
硫
黄
・
二
酸
化
窒
素
・
一

酸
化
炭
素
は
昨
年
と
同
様
に
、
す
べ

て
の
地
点
で
環
境
基
準
を
達
成
し
ま

し
た
。
浮
遊
粒
子
状
物
質
は
、
三
測

定
地
点
で
す
べ
て
長
期
評
価
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
地
点
で
短
期
評
価
で

達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
依
然
と
し
て
二

測
定
地
点
す
べ
て
で
達
成
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
環
境
基
準
を
達
成
す
る

〈年度平均値濃度〉
光化学オキ
シダント

浮遊粒子状
物質一酸化炭素二酸化窒素二酸化硫黄測定室名

０.０１９０.０３１０.８０.０３２０.００１区役所前
青梅街道沿い

０.０２５０.０３４０.５０.０３００.００３富士見丘
放射五号線沿い

害害０.０２４０.５０.０３２害害
高円寺
環状七号線沿い

害害害害害害０.０２１害害
久我山苗圃
住宅地域
※単位＝ppm。ただし浮遊粒子状物質はmg/㎥

〈環境基準達成状況〉
光化学オキ
シダント

浮遊粒子状
物質一酸化炭素二酸化窒素二酸化硫黄

測定室名 環境基準に対する評価
短期長期短期長期短期長期長期短期

×○×○○○○○区役所前
青梅街道沿い

×○○○○○○○富士見丘
放射五号線沿い

害害○○○○○害害害害
高円寺
環状七号線沿い

害害害害害害害害害害○害害害害
久我山苗圃
住宅地域
※短期＝環境基準に対する短期的評価。長期＝環境基準に対する長期的評価。
　環境基準に対する評価…○＝基準達成、×＝基準非達成。

　間もなく、広島と長崎の６３回目の原
爆の日を迎えます。
　戦争や核兵器による惨禍を二度と繰
り返さないために、原爆死没者・戦没
者のめい福と世界の恒久平和の実現を
祈念し、それぞれの時刻に合わせて１
分間の黙とうをささげましょう。
　家庭や地域、職場で平和の尊さを見
つめ直し、平和への誓いを新たにしま
しょう。
◇広島＝８月６日㈬午前８時１５分
◇長崎＝８月９日㈯午前１１時２分
◇全国戦没者追悼式＝８月１５日㈮正午

平和への祈りを込め平和への祈りを込めてて
黙とうをささげましょ黙とうをささげましょうう

 文化・交流課問

５〜６月のご寄付（敬称略・順不同）
【福祉】東田町バス通り商店会女性部＝１万円渇裏千家淡交
会東京第七西支部＝５万円渇井上光治＝５４５０円【ＮＰＯ支援
基金】ＮＰＯ支援機構すぎなみ＝２万円渇関谷祐之＝７０００円
渇杉並区ＮＰＯ支援基金普及活動委員会＝１万２２７０円渇匿名
＝５０万円【みどりの基金】猪笹昭子＝５０万円渇「わい！わい
！わだまつり２００８」参加者有志＝９２００円渇みどりの基金友の
会＝ ２０７０円渇「方南まつり」参加者有志 ＝１万３０００円渇新婦
人カンナ班＝２０００円渇区内造園業者有志の会 ＝２万５１２９円

ありがとうございました

　都では、気管支ぜん息など４疾患について、１８歳未満で一定の
要件を満たす方を対象に医療費助成を実施していますが、８月か
ら、気管支ぜん息の対象年齢が全年齢に拡大します。
　新たに対象となるのは、１８歳以上で次の４つの要件をすべて満
たす方です。
　①引き続き１年以上、都内に住所を有する方
　②現に気管支ぜん息にり患している方
　③健康保険などに加入している方
　④申請日以降、喫煙しない方
◇助成内容　気管支ぜん息の保険診療に係る自己負担分を助成し
ます。申請に要する費用や入院時の食事療養標準負担額などは助
成対象になりません。
◇助成期間　申請日から２年を経過した日以降の直近の誕生月の
末日までです。更新もできます。
◇申請用紙の配付と受付場所　各保健センターで受け付けます。
　 区コールセンター緯＃８８００・緯３３７２崖８８００、杉並保健所保健
予防課緯３３９１崖１０２５

 
問

住
基
ネ
ッ
ト
へ
の

参
加
準
備
を
始
め
ま
す
（
１
面
続
き
）

非 通 知 申 出 者 の 皆 さ ん へ
　区では、段階的参加方式による参加方針のもと、住基ネッ
トの安全性が総合的に確認されるまでの当面の措置として、
この間、本人確認情報の送信を希望しない方から、「非通知」
の申出を受け付けてきました。
　しかし、このたびの最高裁判所の判断を踏まえ、住民基本
台帳法の定めに従い、「非通知」の申出をされた方を含め区
民全員の本人確認情報を送信することにしました。なお、申
出のあった「非通知」に関する情報は、本人確認情報の送信
が完了した後、すべて消去します。ご理解をお願いします。

東京都大気汚染医療費助成の
制度が拡大されます

大気汚染
測定結果

１９年度

　区役所本庁舎の土日開庁に伴い、窓口が変更になり
ます。

区役所事務室の配置が変わります

変更日旧新

８月１１日㈪
東棟１階中棟１階外国人登録係

中棟１階西棟９階会計課

８月１８日㈪

西棟２階東棟１階区政相談課

東棟３階西棟２階障害者生活支援課

西棟７階中棟２階文化・交流課
東棟１階東棟３階保健福祉支援係
中棟２階西棟２階高齢者施策課

※保健福祉相談係は保健福祉支援係に名称変更します。

 経理課庁舎管理係

◇ＫＮＴツーリスト区役所内営業所が移転します
　８月１１日㈪から、東棟地下１階で営業します。
営業時間、電話番号は変わりません。
　 ㈱ＫＮＴツーリスト区役所内営業所☎３３１２崖６４３１

問

問
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児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
方

に
、
７
月
末
に
現
況
届
用
紙
を
郵
送

し
ま
し
た
。ま
た
、特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
８
月
上

旬
に
現
況
届
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し

て
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と
手
当
や
医

療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

　

各
制
度
と
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
各
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
区
内
に
住
所
が
あ
り
制
度

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
も
、
各

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
児
童
扶
養
手
当

　

提
出
期
限
＝
８
月　

日
㈮

２９

▽
対
象
＝
児
童
が
、　

歳
に
達
す
る

１８

日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
（
一
定

３１

の
障
害
を
有
す
る
児
童
は　

歳
未

２０

満
）
ま
で
で
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
父

と
生
計
を
異
に
す
る
児
童
を
養
育

し
、
公
的
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
方
。

　
　

年
度
に
支
給
停
止
と
な
っ
て
い

１９
る
方
と
、
受
給
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の　

年
分
所
得
が
制
限
額
以
上
あ

１９

る
と
思
わ
れ
る
方
も
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
審
査
結
果
は　

月
下

１０

旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
か
ら

五
年
を
経
過
す
る
方（
一
部
を
除
く
）

に
つ
い
て
は
、「
児
童
扶
養
手
当
一
部

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
」

（
緑
色
の
用
紙
）
を
す
で
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
提
出
し
て
い

な
い
方
は
、
現
況
届
と
と
も
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
医
療
・

手
当
係
問

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

提
出
期
限
＝
８
月　

日
㈮

２９

▽
対
象
＝　

歳
未
満
で
障
害
の
あ
る

２０

児
童
（
愛
の
手
帳
お
お
む
ね
一
～
三

度
程
度
、
身
体
障
害
者
手
帳
お
お
む

ね
一
～
三
級
程
度
、
そ
の
ほ
か
日
常

生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
内
部

障
害
ま
た
は
精
神
の
障
害
が
あ
る
児

童
）
を
監
護
ま
た
は
養
育
し
て
い
る

方
。

　
 

障
害
者
施
策
課
障
害
者
福
祉
係

◇
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

　

提
出
期
限
＝
８
月　

日
㈮

２９

▽
対
象
＝
児
童
が　

歳
に
達
す
る
日

１８

以
後
の
最
初
の
３
月　

日
（
一
定
の

３１

障
害
の
あ
る
児
童
は　

歳
未
満
）
ま

２０

で
の
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
す
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
、

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
。

　

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
る
方
に

は　

月
下
旬
に
医
療
証
を
、
所
得
超

１２
過
な
ど
に
よ
り
受
給
資
格
が
消
滅
す

る
方
に
は
、　

年
１
月
上
旬
ま
で
に

２１

受
給
資
格
消
滅
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

　
 

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
医
療
・

手
当
係

問問

２０年度区民健康診査・がん検診などのお知らせ
問い合わせは、区コールセンター緯♯８８００、緯３３７２崖８８００または杉並保健所健康推進課緯３３９１崖１０１５へ。

すべての健（検）診の対象年齢は、２０年度中（４月～２１年３月）に誕生日を迎えた満年齢です。生活習慣病などで入院・加療中の場合は、受診する必要はありません。

◇区民健康診査◇指定医療機関（受診券に一覧表を同封。区内のほか中野区の一部）で実施します。健康維持のため、生活習慣を見直すきっかけとしてお役立てください
備　考費　用受診期間対象者対象年齢健診名

【申込締切】郵送＝誕生月の２カ月前から誕生月の翌々月末渇申し込みの必
要がない方＝②の対象者。①③の対象者で過去３年間に１回以上区民健診を
受診した方。７５歳になる方
【希望検査項目＝区民健診を予約する際、各医療機関に申し込み】胸部Ｘ線
検査…３０～６４歳＝３００円渇大腸がん検診…４０歳以上＝２００円渇前立腺がん検
査（区内の指定医療機関でのみ実施）…５０・５５・６０・６５・７０歳＝７００円（※２）

無料
（希望検査項目は

有料）

（※１）
誕生月の１日～末日（誕
生月に受診できなかった
場合は、誕生月の翌々月
の末日まで）

職場などで健診を受ける機会が
ない方３０～３９歳①成人健診

杉並区国民健康保険に加入して
いる方４０～７４歳②特定健診

長寿医療制度（後期高齢者医療
制度）に加入している方７５歳以上③長寿健診

（※１）７５歳になる方は、誕生月の翌月１日〜末日（誕生月の翌月に受診できなかった場合は、その後２カ月以内）。（※２）区民健診受診対象外（社会保険などに加入）の５０・５５・６０・６５・７０歳の方
も検査を受けることができます。期間は７～１１月。区民健診実施医療機関に直接お申し込みください。猿生活保護を受給している方も、今までどおり区の健診を受けることができます。猿４０～７４歳
で杉並区国民健康保険以外の医療保険に加入している方は、各医療保険者（健康保険組合・政府管掌保険・組合国保など）が実施する特定健診を受診してください。問い合わせは、各医療保険者ま
たは事業所などへ。

◇がん検診・成人歯科健康診査◇職場などで受診の機会がない方が対象です。がん検診は異常の有無を判断するものです。自覚症状のある方は診察をお勧めします　
備　考費　用受診場所受診期間対象者検（健）診名

【申込締切（必着）】８月２２日（最終）※最終締切以降、９月３０日ま
では、健康推進課窓口にて受け付けします

各１０００円各指定医療機関
（受診票に一覧表
を同封します）

９月３０日まで
３５歳以上肺がん検診
５５歳以上喉頭がん検診

【申込締切（必着）】毎週金曜日。翌週に受診票を郵送。最終締切＝
２１年１月３０日
◆乳がん検診の受診期間◆
①４０歳代＝終了（予備期間で受診可）。②５０歳以上＝１１月３０日ま
で③予備期間（①②で受診できなかった方）＝１２月１日～２１年２
月２８日

２１年２月２８日まで
１９年度に受診して
いない方
（隔年受診）

２０歳以上子宮がん検診

２１年２月２８日まで
年齢により異なります
（右記参照）

４０歳以上乳がん検診

対象者には、８月下旬に受診券を郵送します無料９月１日～１１月２９日３０・３５・４０・４５・５０・６０・７０歳成人歯科健診
昨年度の歯科健診がどのようにお役に立てたのかを調査し、歯科保健指導を行います。受診した
医療機関から連絡します１１月２９日まで１９年度に成人歯科健診を受診し

た方（６０・７０歳受診者を除く）
成人歯科健診
再評価調査

区民健診、肺がん・喉頭がん・子宮がん・乳がん検診の申し込み方法  
ハガキに、（検〈健〉診ごとに１人１枚〈乳がん・子宮がんは１枚で可〉）に、①○○検（健）診希望②住所③氏名（フリガナ）④生年月日（年齢）⑤性別（乳がん・子宮がんは不要）
⑥電話番号を書いて、杉並保健所健康推進課（〒１６７崖００５１荻窪５崖２０崖１）へ

◇胃がん検診◇
【申込締切（必着）】指定医療機関実施＝１０月３１日（最終）、保健所
実施＝２１年３月６日（最終）
猿次の方は申し込みをご遠慮ください①胃の手術を受けたことがある
②現在、胃および十二指腸の疾病加療中または経過観察中③妊娠中
または妊娠の可能性がある④おおむね１年以内に胃がん検診を受け
た

１０００円

杉並保健所３階
胃検診室

２１年３月２１日までの
木・金・土曜日

３５歳以上
胃がん検診

※６月から指定医療機関
でも実施しています

指定医療機関
（受診票に一覧表
を同封）

１１月３０日まで

胃がん検診の申し込み方法  
ハガキに、①胃がん検診希望②住所③氏名（フリガナ）④生年月日（年齢）⑤性別⑥電話番号を書いて、杉並区医師会胃がん検診担当（〒１６６崖０００４阿佐谷南３崖４８崖８）へ
【問い合わせ】杉並区医師会緯３３９２崖４１１４
猿各検（健）診の費用は、受診する窓口でお支払いください。　なお、生活保護および中国残留邦人などの生活支援給付を受給されている方は、費用が免除されますので、受診前に、杉
並保健所健康推進課へお問い合わせください（要申請）。

◇
募
集
戸
数

①
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
募
集

（
家
族
向
け
の
み
）　 
一
三
〇
八
戸

②
単
身
者
向
け　
　
　
　

二
一
二
戸

　

単
身
者
用
車
い
す
使
用
者
向
け一

戸

　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅

（
高
齢
者
集
合
住
宅
・
単
身
者
ま
た

は
二
人
世
帯
向
け
）　　
　
  
七
八
戸

③
事
業
再
建
者
向
け
定
期
使
用
住
宅

一
〇
戸

※
①
～
③
ま
で
の
募
集
の
う
ち
、
一

カ
所
の
み
選
ん
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
付
期
間

　

８
月
４
日
㈪
～　

日
㈬
（
各
配
付

１３

場
所
の
休
業
日
を
除
く
）

◇
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
付
場
所

　

住
宅
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）、
福

祉
事
務
所
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、

駅
前
事
務
所
。
区
役
所
で
は
、
夜
間

と
休
日
も
配
付
し
ま
す
。

※
事
業
再
建
者
向
け
は
、
開
庁
時
間

に
住
宅
課
の
み
で
配
付
し
ま
す
。

ま
た
、
配
付
期
間
中
の
み
、
Ｊ
Ｋ

Ｋ
東
京（
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp
://w

w
w
.to
-ko
u
sya
.o
r.jp
/

か
ら

HP

も
取
り
出
せ
ま
す
。

　

申
し
込
み
で
き
る
方
な
ど
の
詳
細

は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

郵
送
。
８
月　

日
ま
で
に
申
込
先
に

１８

届
い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す

 

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ
ン
タ
ー
都
営

募
集
課
☎
３
４
９
８
倆
８
８
９
４
、

配
付
期
間
中
は
☎
０
５
７
０
倆
０
１

０
８
１
０
（
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日

は
除
く
）
ま
た
は
区
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
☎
＃
８
８
０
０
・
☎
３
３
７
２
倆

８
８
０
０ 

公
営
住
宅
入
居
あ
っ
せ

ん
の
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
問

他

現況届の提出を
お 忘 れ な く

児童扶養手当・特別児童扶養手当・
ひとり親家庭等医療費助成都

営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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原
動
機
付
自
転
車
・
自
動
二

輪
・
軽
自
動
車
な
ど
を
お
持

ち
の
方
へ

◇
軽
自
動
車
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

　
　

年
度
軽
自
動
車
税
（
納
期
限
６

２０
月
２
日
）の
納
税
は
お
済
み
で
す
か
。

　

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
至
急
、
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
お
持
ち
で
な
い
バ
イ
ク
な

ど
の
納
税
通
知
が
届
い
て
い
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
他
人
に
譲
渡
し

た
り
盗
難
に
遭
わ
れ
た
場
合
で
も
、

区
役
所
へ
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い

と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
届
出
人
の
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

軽
自
動
車
税
に
係
る
個
人
情
報
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、不
正
な
登
録
・

廃
車
を
防
止
す
る
た
め
、
区
で
は
原

動
機
付
自
転
車
の
申
請
な
ど
で
来
庁

さ
れ
る
方
に
、
運
転
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
の
書
類
に
よ
る
本
人
確

認
を
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

課
税
課
税
務
管
理
係
☎
５
３
０

７
倆
０
６
２
９

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

◇
会
社
な
ど
を
退
職
後
は
国
民
年
金

加
入
の
手
続
き
を

　

退
職
な
ど
で
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た　

歳
以

２０

上　

歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
の

６０
加
入
手
続
き
を
区
役
所
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
退
職
日
と
同
日

に
再
就
職
し
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
年
金
等
の
資
格
を
喪

失
す
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶

者
（
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
）

も
、
ご
自
身
で
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
な
い
場
合
は
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
手
続
き

が
必
要
で
す
。

毅
必
要
書
類

　

①
年
金
手
帳
②
印
鑑（
認
め
印
可
。

申
請
書
に
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）

③
退
職
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
（
離

職
票
・
退
職
証
明
・
健
康
保
険
資
格

喪
失
証
明
な
ど
）

※
加
入
届
と
同
時
に
保
険
料
免
除
・

猶
予
申
請
を
す
る
方
は
、
国
民
年

金
係
（
区
役
所
中
棟
二
階
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇　

歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

６５

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
間
、
加
入

２０

６０

し
た
こ
と
の
あ
る
年
金
が
国
民
年
金

だ
け
で
、
第
一
号
被
保
険
者
期
間
の

み
の
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
に
は
、
区
役
所
で
手
続
き
が
必

要
で
す
。
受
け
付
け
は
誕
生
日
の
前

問

日
か
ら
で
す
。

毅
必
要
書
類

　

①
年
金
手
帳
②
年
金
受
け
取
り
希

望
先
の
金
融
機
関
の
通
帳
③
印
鑑

（
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）

　

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
期

間
の
あ
る
方
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、

杉
並
社
会
保
険
事
務
所
（
高
円
寺
南

２
們　

們
９
☎
３
３
１
２
倆
１
５
１

５４

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
第
一
号
被
保
険
者
＝
自
営
業
、
学

生
な
ど

　

第
三
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年
金
・

各
種
共
済
年
金
加
入
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

年
金
受
給
者
の
住
所
変
更
に

は
年
金
用
の
手
続
き
を

　

年
金
受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た

と
き
は
、「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支

払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
変
更
届
は
、
転
出
先
の

区
市
町
村
役
場
の
窓
口
や
社
会
保
険

事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７

０
倆
０
５
倆
１
１
６
５
ま
た
は
杉
並

社
会
保
険
事
務
所
（
高
円
寺
南
２
們

　

們
９
☎
３
３
１
２
倆
１
５
１
１
）

５４ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
容
器

　

４
月
か
ら
資
源
と
し
て
収
集
し
て

い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
容
器
を

必
要
な
集
積
所
に
お
貸
し
し
ま
す
。

　
 

大
き
さ
＝
底
部
四
〇
唖
×
四
〇

唖
、
高
さ
七
〇
唖
（
五
〇
〇
㎖
容
器

を
つ
ぶ
し
て
約
一
〇
〇
本
入
り
ま

す
） 

容
器
を
管
理
で
き
る
集
積
所

 

代
表
者
が
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
７
面
記
入
例
参
照
）
で
、
清
掃

管
理
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
胃
３
３

１
２
倆
２
３
０
６
へ 

同
係
ま
た
は

問問内
対

申

問

杉
並
清
掃
事
務
所
☎
３
３
９
２
倆
７

２
８
１
、
同
事
務
所
方
南
支
所
☎
３

３
２
３
倆
４
５
７
１ 

①
容
器
は
申

込
者
の
住
所
地
へ
配
付
②
申
し
込
み

が
多
い
場
合
は
配
付
に
日
数
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

シ
ス
テ
ム
導
入
セ
ミ
ナ
ー

　

業
種
・
規
模
を
問
わ
ず
、
経
営
に

環
境
の
視
点
を
取
り
組
む
こ
と
で
活

性
化
を
図
る
方
法
、
経
費
の
削
減
や

生
産
性
の
向
上
な
ど
の
環
境
経
営
メ

リ
ッ
ト
と
導
入
手
順
を
具
体
的
に
説

明
し
ま
す
。

　
 

８
月
７
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

 

区
役
所
第
四
会
議
室（
中
棟
六
階
）

 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン　

地
域
事
務
局

２１

東
京
中
央 

区
内
に
事
業
所
を
有
す

る
中
小
事
業
者 

三
〇
名 

無
料 

フ
ァ
ク
ス
に
、
社
名
・
業
種
名
・
代

表
者
名
・
連
絡
先
を
書
い
て
、
環
境

課
胃
３
３
１
２
倆
２
３
１
６
へ
（
先

着
順
） 

同
課

○障
 

・
○身
 

医
療
証
の
更
新

　

現
在
お
使
い
の
○障
 
・
○身
 

医
療
証（
以

下
「
医
療
証
」）
の
有
効
期
限
は
８
月

　

日
で
す
。
新
し
い
医
療
証
は
８
月

３１
　

日
㈭
に
発
送
し
ま
す
。
手
続
き
の

２１必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、　

年
度
（　

年
中
）
所

２０

１９

得
が
右
下
表
の
基
準
額
を
超
え
て
い

る
場
合
、
９
月
か
ら
の
受
給
資
格
は

喪
失
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
医
療

証
は
、
９
月
１
日
～　

日
に
障
害
者

３０

施
策
課
（
区
役
所
東
棟
一
階
）、
福
祉

事
務
所
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅

前
事
務
所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
（
障

害
者
施
策
課
へ
の
郵
送
も
可
）。

◇
以
前
医
療
証
を
受
給
し
て
い
て
現

在
受
給
資
格
が
喪
失
し
て
い
る
方

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

他

時
場師

対

定

費

申

問

①　

年
度
の
所
得
が
、
右
表
の
基
準

２０
額
以
内
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
で
、　

年
度
の
住
民
税
が
非

２０

課
税
の
方

◇
保
険
変
更
な
ど
の
届
出
を

　

健
康
保
険
証
や
住
所
・
氏
名
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

障
害
者
施
策
課
障
害
者
福
祉
係

ま
た
は
福
祉
事
務
所
（
高
円
寺
☎
５

３
０
６
倆
２
６
１
１
／
荻
窪
☎
３
３

９
８
倆
９
１
０
４
／
高
井
戸
☎
３
３

３
２
倆
７
２
２
１
）

捌
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド 

生
活
リ
ハ
ビ
リ
事
業
利
用
者

　

心
身
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

障
害
の
あ
る
中
途
障
害
者
を
対
象

に
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
通
所
が
困
難
な
方
は
送
迎
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
 

障
害
者
福
祉
会
館
（
高
井
戸
東

４
們　

們
５
） 

利
用
手
続
き
の
流

１０

れ
＝
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド
で
受
け
付
け
・

面
接
→
利
用
申
請
→
利
用
承
認 

区

内
在
住
で
、
疾
病
・
外
傷
等
に
よ
り

心
身
に
障
害
の
あ
る
中
途
障
害
者
で

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方 

一
〇
名

１８

６５

 

無
料 

・ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

（
７
面
記
入
例
参
照
）ま
た
は
直
接
、

８
月　

日
ま
で
に
障
害
者
生
活
支
援

３１

課
地
域
生
活
支
援
係
オ
ブ
リ
ガ
ー
ド

（
荻
窪
５
們　

們
１
杉
並
保
健
所
五

２０

階
☎
３
３
９
１
倆
１
９
７
６
胃
３
３

９
１
倆
１
９
７
７
）
へ

問場

内

対

定

費

申

問

〈◯障 ・◯身 医療証
２０年度所得制限基準〉

本人（２０歳未満の場合は
健康保険の世帯主・被保
険者）の１９年中の所得

扶養
親族数

３６０万４０００円０人

上記額に１人につき３８
万円を加算１人以上

「一定以上所得者」＝住民税課税所得が１４５万円以上
の方
「低所得Ⅱ」＝世帯主と国民健康保険加入者全員が、
住民税非課税世帯の場合（後期高齢者医療被保険者
証をお持ちの方は、世帯員全員が非課税の場合）
「低所得Ⅰ」＝低所得Ⅱのうち、世帯員それぞれの
所得が一定基準額以下の世帯の方
※上記３つ以外の方は「一般」です。

〈表２　入院時の食費（１食あたり）〉
自　己
負担額区　　　　分

２６０円一定以上所得者
一般

２１０円過去１年間の入院期間
が９０日以下（短期）低所得

Ⅱ １６０円過去１年間の入院期間
が９０日超（長期）

１００円低所得Ⅰ
※療養病床に入院し居住費を負担する場合
は、別途料金となります。

〈表１　７０歳以上の方の自己負担限度額（月額）〉

外来＋入院
（世帯ごと）

外　来
（個人ごと）一部負担金の割合と区分

８万１００円＋１％
【４万４４００円】４万４４００円一定以上所得者３割

　　４万４４００円１万２０００円一般
１割 　　２万４６００円

 ８０００円
低所得Ⅱ住民税 

非課税世帯 　　１万５０００円低所得Ⅰ
※「＋１％」は、医療費の総額が２６万７０００円を超えた場合は、超えた分の１％を
加算。【　】内は、年４回以上高額医療費に該当した場合の４回目以降の額。

入
院
時
の
食
費
等
の
減
額

　

住
民
税
（
特
別
区
民
税
・
都
民
税
）

が
非
課
税
世
帯
で
次
の
①
ま
た
は
②

の
方
は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
方

　

入
院
時
、
同
じ
月
に
同
一
医
療
機

関
に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
上
限
と

食
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。低
所
得
Ⅰ
・

Ⅱ
に
該
当
す
る
方
が
減
額
さ
れ
る
の

は
、申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
で
す
。

低
所
得
Ⅱ
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去

一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
〇
日
を
越

え
た
場
合
、
再
度
申
請
を
す
る
と
翌

月
の
１
日
か
ら
更
に
食
費
が
減
額
さ

れ
ま
す
（
表
１
・
２
）。

※
療
養
病
床
に
入
院
す
る
場
合
、
食

費
と
居
住
費
（
入
院
時
生
活
療
養

費
）
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
、
入
院
時
生
活
療
養
費
は　

歳
以

６５

上
の
方
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

金
額
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
 

①
国
保
年
金
課
国
保
給
付
係
②

国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
係 

住
民

税
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

課
税
課
で
事
前
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い 問

他

障
害
の
あ
る
方

税
・
年
金

環　

境

就労でお悩みの方へ　就労相談受付中！
区内在住で６０歳以上の方向け区内在住・在勤・在学の方向け
８月５日㈫・１２日㈫・１９日㈫・２６

日㈫午後１時〜４時
毎週火曜日午前１０時〜午後４時
（正午〜１時を除く）日時

高井戸地域区民センター 
（高井戸東３崖７崖５）

産業経済課相談室 
（区役所西棟１０階）場所

無　料 無料 
（希望により職業適正検査可）費用

当日、直接会場へ予約優先申し込み
㈳杉並区シルバー人材センタ

ー☎３３１７崖２２１７産業経済課商工係問い合わせ

国
民
健
康
保
険

長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）制
度
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住
宅
の
耐
震
無
料
相
談
会

◇
耐
震
無
料
相
談
会

　
 

・ 

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
の
無
料
相
談
会
＝
８
月
６
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時
（
次
回
は
建
築
防

災
啓
発
イ
ベ
ン
ト
〈
９
月
３
日
㈬
～

５
日
㈮
〉
に
開
催
予
定
）
▽
建
築
総

合
無
料
相
談
会
＝
毎
週
火
曜
日
午
後

１
時
～
４
時
（
祝
日
を
除
く
） 

区

役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

図
面
な
ど
が
あ
る
場

合
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
を
強
く
勧
め
る
業
者
が
い
ま
す

が
、
区
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ

ん
。
訪
問
・
電
話
・
チ
ラ
シ
な
ど
不

審
に
思
っ
た
ら
早
め
に
区
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

建
築
課
建
築
防
災
係

時

内

場

費

申

他

問

平
和
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

　

世
界
の
国
や
地
域
で
は
、
今
な
お

平
和
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和

な
世
界
を
つ
く
る
主
役
で
あ
る
皆
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

「
戦
争
の
な
い
、
平
和
な
世
界

を
つ
く
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」
を
表
す
作
品
（
一
人
一
点
。

自
作
の
も
の
）
▽
色
＝
自
由
▽
大
き

さ
＝
Ａ
三
判
～
Ｂ
三
判
▽
入
賞
＝
小

中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
金
賞
三
点
、
銀
賞

五
点
、
銅
賞
七
点
の
計
三
〇
点
。
賞

状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す 

区
内
在

住
・
在
学
の
小
学
四
年
生
～
中
学
生

 

区
内
在
学
生
は
各
学
校
へ
。
区
外

学
校
生
は
、作
品
の
裏
面
に
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学

年
を
書
い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
文
化
・
交
流
課
（
区
役
所
西

棟
七
階
〈
８
月　

日
㈪
か
ら
は
中
棟

１８

内

対

申

二
階
〉）へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
課

 

①
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り

ま
す
②
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

③
作
品
の
著
作
権
は
区
に
帰
属
し
、

平
和
啓
発
事
業
に
使
用
し
氏
名
を
表

示
し
ま
す

杉
並
ふ
れ
あ
い
農
業
推
進 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

新
鮮
な
野
菜
な
ど
の
供
給
の
ほ

か
、
み
ど
り
の
空
間
や
子
ど
も
た
ち

の
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
を

担
う
「
杉
並
の
農
業
」
に
つ
い
て
、

も
っ
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ

う
な
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

大
き
さ
＝
六
つ
切
り
プ
リ
ン
ト

（
ワ
イ
ド
六
つ
切
り
も
可
）
▽
入
賞

＝
会
長
賞（
商
品
券
五
〇
〇
〇
円
分
）

ほ
か
入
選
・
佳
作
・
参
加
賞
あ
り

（　

月
上
旬
に
区
役
所
で
受
賞
作
品

１１
展
示
予
定
） 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方 

作
品
の
裏
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、　

月
１０

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
農
業
委
員
会

１５（
産
業
経
済
課
都
市
農
業
係
内
〈
区

役
所
西
棟
一
〇
階
〉）へ
郵
送
ま
た
は

持
参 

同
委
員
会 

①
応
募
作
品
は

返
却
し
ま
す
②
個
人
を
特
定
で
き
る

場
合
は
応
募
前
に
必
ず
写
っ
て
い
る

人
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
③
入
賞

作
品
は
ネ
ガ
な
ど
の
提
出
を
お
願
い

し
た
り
杉
並
の
農
業
振
興
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

捌
井
草
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り 

大
道
芸
・
曲
芸
の 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演
者

　
 

９
月　

日
㈯
・　

日
㈰
午
前　

１３

１４

１０

時
～
午
後
３
時 

井
草
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー 

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
７
面
記
入
例
参
照
）
に
フ
ァ
ク
ス

番
号
・
演
技
す
る
題
名
・
内
容
・
演

技
時
間
も
書
い
て
、
8
月　

日
（
必

２２

着
）
ま
で
に
井
草
地
域
集
会
施
設
運

営
協
議
会
事
務
局
井
草
セ
ン
タ
ー
ま

問

他
内

対
申

問

他

時

場

申

つ
り
「
大
道
芸
」
係
（
〒　

倆
０
０

１６７

２
２
下
井
草
５
們
７
們　

井
草
地
域

２２

区
民
セ
ン
タ
ー
内
胃
３
３
０
１
倆
７

７
２
４
）
へ 

同
事
務
局
☎
３
３
０

１
倆
７
７
２
３
（
月
～
金
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
） 

詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ケ
ア　

上
荻
（
常
勤
職
員
）

２４

　
 

相
談
業
務
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
な
ど
▽
募
集
職
種
＝
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
持
つ
保
健

師
ま
た
は
看
護
師
▽
勤
務
場
所
＝
ケ

ア　

上
荻
（
上
荻
３
們　

們
６
）
▽

２４

１６

勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
６

時
、
午
前　

時
～
午
後
７
時
（
交
替

１０

制
）
▽
給
与
な
ど
＝
規
定
に
基
づ
く

▽
募
集
人
数
＝
一
名 
・ 

電
話
で
、

ケ
ア　

上
荻
☎
５
３
０
３
倆
６
８
５

２４

１
へ

捌
行
政
評
価 

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
今
後

の
区
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
、
郵

送
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
 

調
査
項
目
＝
自
転
車
問
題
の
解

決
、
保
育
の
充
実
な
ど
六
施
策
に
つ

い
て
の
評
価
▽
調
査
方
法
＝
①
郵
送

＝
無
作
為
抽
出
し
た　

歳
以
上
の
方

１８

一
〇
〇
〇
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

８
月
１
日
に
郵
送
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＝
８
月　

日
ま
で
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

１５

ジ
（
掲
示
板
・
ア
ン
ケ
ー
ト
）
で
実

施
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

 

企
画
課
企
画
調
整
担
当

捌
戦
没
者
等
の
父
母
、
祖
父
母
の

皆
さ
ん
へ 

特
別
給
付
金
が 

継
続
支
給
さ
れ
ま
す

◇
支
給
対
象
者

　

①
第
二
一
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

問

他

内

申

問

内
問

券
「
い
号
」（
償
還
期
間
＝
平
成　

年
１６

５
月　

日
～　

年
５
月　

日
）
を
受

１５

２０

１５

け
た
戦
没
者
等
の
父
母
、
祖
父
母
の

方
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方毅
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
公
務

２０

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

利
ま
た
は
受
け
る
資
格
を
有
す
る

毅
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間
に

２０

３１

自
然
血
族
で
あ
る
子
も
孫
も
い
な
い

　

②
第
二
一
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券「
い
号
」を
受
け
て
い
な
い
戦
没
者

等
の
父
母
、
祖
父
母
の
方
に
あ
っ
て

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

毅
昭
和　

年
４
月
１
日
～
平
成　

年

４２

２０

４
月
１
日
に
引
き
続
き
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
ま

た
は
資
格
を
有
す
る

毅
戦
没
者
等
の
死
亡
し
た
当
時
に
戦

没
者
等
以
外
に
子
も
孫
も
な
く
、
そ

の
後
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に

２０

３１

自
然
血
族
で
あ
る
子
も
孫
も
い
な
い

◇
支
給
内
容

　

額
面
一
〇
〇
万
円
、
五
年
償
還
の

記
名
国
債

◇
請
求
期
間

　

平
成　

年
４
月　

日
ま
で

２３

１８

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域
福
祉

係恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
は
、
恩

給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引

揚
者
ご
本
人
に
、「
特
別
慰
労
品
」
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
（
ご
遺
族
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）。

　

請
求
期
限
は
、　

年
３
月　

日
ま

２１

３１

で
で
す
。
い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
早
急
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
 

資
格
要
件
な
ど
＝
独
立
行
政
法

人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
☎
０
１

２
０
倆
２
３
４
倆
９
３
３
▽
請
求
書

の
配
付
＝
保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係

問問

　

保
険
証
と「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
併
せ
て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
医
療
機
関
で
の
入
院
に
か
か
る

医
療
費
の
支
払
い
は
自
己
負
担
限
度

額
（
表
１
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
区
役

所
に
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
認
定

証
は
申
請
月
の
初
日
か
ら
有
効
で

す
。　

歳
未
満
の
方
が
、同
じ
月
に
、

７０

同
じ
医
療
機
関
で
入
院
し
、
一
カ
月

の
自
己
負
担
額
が
（
表
１
）
を
超
え

た
と
き
に
は
、
高
額
療
養
費
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
、
医
療
機
関

で
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
後
、
区

か
ら
約
三
カ
月
後
に
お
送
り
す
る
申

請
書
で
手
続
き
す
る
方
法
で
し
た
。

　

な
お
、
住
民
税
（
特
別
区
民
税
・

都
民
税
）
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入

院
時
の
食
費
が
減
額
さ
れ
る
「
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
も
併
せ
て
申

請
で
き
ま
す
。

◇　

歳
未
満
の
「
限
度
額
適
用
認
定

７０証
」
の
更
新

　

有
効
期
限
が　

年
７
月　

日
ま
で

２０

３１

の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
お
持

ち
の
方
で
、
８
月
以
降
も
引
き
続
き

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
８
月
中
に

更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
の
申
請
や
更
新
の
手
続
き
は

世
帯
主
と
な
り
ま
す
の
で
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

歳
未
満
の
方
の
外
来
診
療
と
、

７０
　

歳
以
上
の
方
の
高
額
療
養
費
に

７０つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
ま

た
、　

歳
未
満
の
方
の
入
院
の
場

７０

合
で
も
、
従
来
ど
お
り
医
療
機
関

で
支
払
っ
た
後
、
申
請
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
給
付
係

問

　

歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
と
き
は

７０「
限
度
額
適
用
認
定
証
｣
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
ま
い
・
ま
ち

募　

集

そ
の
他

〈表１  ７０歳未満の方の自己負担限度額〉
８万１００円（医療費総額が２６
万７０００円を超えた場合はそ
の超えた分の１％を加算）

一般世帯

１５万円（医療費総額が５０万
円を超えた場合はその超え
た分の１％を加算）

上位所得者
※

３万５４００円住民税
非課税世帯
※世帯の国民健康保険加入者の住民税基礎
控除後の総所得金額が６００万円を超える
世帯。

国
民
健
康
保
険

〈折り畳み式ごみ収集ボックスの仕様〉
重量
（㎏）

容量
（ℓ）

大きさ
（幅×高さ×奥行㎝）種類

８．７４８０１２０×６６×６０小

１２．２７１０１８０×６６×６０大

※大きさの目安は１世帯あたりのごみの量
を４５ℓ程度で計算してください。

葛
カ
ラ
ス
の
被
害
を
防
ぎ

ま
す

　２０年度は4月から7月に配付を行いましたが、皆さんからのご要望が多数
寄せられたため、追加で配付することとしました。　
　 募集数＝大・小あわせておおむね３００台程（１集積所に１台。抽選）渇
対象＝利用者で集積所の管理が可能でボックスを設置しても交通や収集作
業に影響がない集積所。既に区が配付し設置済みの集積所は除く 集積所
の代表者を決め、代表者が往復ハガキ（７面記入例参照）に日中の連絡先
と希望するボックスの大きさも書いて、８月２０日（消印有効）までに清掃
管理課清掃計画係へ 同係 １集積所につき１枚のハガキで応募してくだ
さい。複数応募の場合は無効となります

内

申

問 他

折り畳み式ごみ収集ボックスの追加募集

必要数楽器必要数楽器
２エレキ・アコース

ティック・ギター
２エレキ・ギタ－
１エレキ・ベース

２アコースティッ
ク・ギター

１エレキ・ドラム
１卓上キーボード

１パワーミキサー
（１２ch以上）

１０マイク
４マイクスタンド

１０マラカスまたはタ
ンバリン

１スピーカー
１トーンチャイム

１手でたたける太鼓
（民族楽器）

２木琴または鉄琴
１ギターアンプ

　あけぼの作業所では、通所者が日中、音楽活動
を行っています。使っていない楽器・機材があり
ましたらお譲りください。音楽活動を行っている
ほかの障害者施設でも活用します。ご協力いただ
ける方は、事前にご連絡ください。
　 ・ 電話で、８月１３日までにあけぼの作業所・
宮原または林☎３３９５崖１４４１（午前９時３０分〜午後
５時）へ ①できるだけ新しく、使用できるもの
をお願いします②台数が集まり次第締め切る場合
があります③楽器・機材は直接持参または郵送で
お願いします（代金は自己負担）

申 問

他

楽器・機材の寄付をお願いします
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◇認知症サポーター養成講座
　 ８月２１日㈭午前１０時～正午 浜田山会館（浜田
山１崖３６崖３） キャラバンメイト・奥田尚子 区
内在住の方 ３０名 無料 ・ 電話で、ケア２４浜田
山☎５３５７崖４９４４へ（先着順）
◇簡単に体スッキリ！リンパビクス
　 ８月１６日㈯午前１０時～１１時 デイホーム高円寺
北ふれあいの家（高円寺北３崖２０崖８） 遠藤桂子 区
内在住の方 １５名 無料 ・ 電話で、デイホーム高
円寺北ふれあいの家・小原☎３３３０崖４９０３へ（先着順）

◇「楽しいリメイク作品展」
　 ８月８日㈮～１９日㈫午前９時～午後９時３０分 
当日、直接会場へ
◇知ろう、学ぼう、ビオトープ活用術
　 ８月２５日㈪午後１時３０分～４時 区内在住・在
勤・在学の方 ２０名 無料 電話で、同情報館へ
（先着順）

──〈いずれも〉──
　 あんさんぶる荻窪 すぎなみ環境情報館（荻窪
５崖１５崖１３あんさんぶる荻窪内☎３３９８崖３１９１）

◇おもちゃのクリニック　　　　　　　　　　　　
　故障したおもちゃを、おもちゃドクターが修理し
ます（１人１点まで）。
　 ８月１７日㈰午後１時～４時（受付は３時まで）
 １０名 無料（部品代は実費） 電話で、同ひろば
へ（先着順）
◇パッチワークで裁ちばさみケースを作ろう
　 ９月２日㈫・９日㈫午後１時３０分～３時３０分（計
２回） １６名（抽選） ５００円 往復ハガキ（７面記
入例参照）で、８月１４日（必着）までに同ひろばへ

──〈いずれも〉──
　 ・ リサイクルひろば高井戸（高井戸東３崖７
崖４☎３３３１崖４３６０／水・木曜日休館） ①募集人数
に満たないときは中止する場合があります②生ごみ
たい肥相談は、電話で随時受け付けています（回答
には数日かかる場合もあります）

時 場
師 対

定 費 申 問

時 場
師 対

定 費 申 問

時 申

時 対
定 費 申

場 問

時
定 費 申

時
定 費 申

場 問
他

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費　用日　時内容などゆうゆう館名

１回１０００円毎月第１・３木曜日午後６時～８時朗読クラブ（発声・朗読
の練習）／前田敏子

高円寺北館（高円寺北３
崖２０崖８☎・胃３３３７崖２２６６）

１カ月
１５００円

Ａ組＝毎月第１・３水曜日渇Ｂ組＝
第２・４水曜日／いずれも午後５時
～７時

卓球講座・初級編（９月
～１１月生）

上荻窪館（上荻３崖１６崖
６☎・胃３３９５崖１６６７）

２０００円９月６日～２７日の毎週土曜日午後７
時～８時３０分（計４回）　

ゴルフ上達入門講座
「型」で覚えてうまくなる

桃井館（桃井１崖３５崖２
☎・胃３３９９崖５０２５）

２０００円（子育て
応援券利用可）

８月１６日㈯・２３日㈯
午前１０時３０分～午後１時

親子で楽しむそば打ち
（４歳以上親子各回１０組）

今川館（今川４崖１２崖１０
☎・胃５３０３崖１５０１）
※申し込み、問い合わせは、各ゆうゆう館へ。

★杉並公会堂主催の催し
◇サマーフェスタ＠杉並公会堂〜利用者の
祭典　 ８月１６日㈯午前１１時～午後５時 
同施設利用１７団体の楽器演奏、ダンスなど
 無料 満席の場合は入場できません
◇千住真理子（バイオリン）プレイズ千住
明withスーク室内オーケストラ　 １２月
５日㈮午後７時 曲目＝J.S.バッハ、千住
明編「メヌエット」ほか。トークコーナー
あり ４５００円～
◇ダークダックス〜バースデイ＆クリスマ
ス・コンサート　 １２月２３日㈷午後２時 
「テネシーワルツ」ほか ５０００円、子ども
３０００円（子育て応援券利用可）

──〈いずれも〉──
　 杉並公会堂 ・ 電話で、同施設緯５３４７
崖４４５０へ

★オルケストラ“プレットロ”定期演奏会
　 ９月７日㈰午後２時 杉並公会堂 出
演＝タマーラ・ヴォルスカヤ（ドムラ）ほ
か １５００円 チケット販売窓口＝杉並区文
化協会緯５３４７崖４３６６ほか オルケストラ“プ
レットロ”緯３３０３崖１５３６

★ＰＷ（プロジェクト・ワイルド）すぎな
みin柏の宮公園〜くちばし・あし・しっぽ
自然の中のかたち　 ８月１７日㈰午後１時
３０分～３時３０分 同公園管理棟２階 ＰＷ
すぎなみ会員 ２０名（先着順） 無料 当
日、直接会場へ ＰＷすぎなみ緯３３３４崖６６２５

★百人一首かるた競技杉並大会　 ８月３１
日㈰午前９時３０分～午後６時 荻窪体育館
 競技かるた（個人戦）、源平戦（団体戦）

時 内

費 他

時

内

費

時 内

費

場 申 問

時 場 内

費 申

問

時

場 師

定 費 申

問

時

場

内

 区内在住・在勤・在学の初心者 ２００名 
３００円 ・ 電話またはファクス（７面記入
例参照）に学校名・学年・参加種別も書い
て、８月２３日（必着）までに杉並かるた会
事務局・横矢緯・胃６７６８崖２０２７へ 軽装で
昼食を持参してください

★杉並区交通安全のつどい〜交通事故のな
い安全・安心な街　すぎなみ　 ９月４日
㈭午後２時開演 杉並公会堂 警視庁交通
部の交通安全教室ほか 区内在住の方 
２００名（抽選） 無料 往復ハガキ（７面記
入例参照）で、８月２０日（必着）までに高
井戸交通安全協会（〒１６８崖００８１宮前１崖１６
崖１高井戸警察署内）へ 同協会緯３３３５崖
０３３７

★セミの抜け殻調査とカマキリの生態観察
会　 ８月２４日㈰午前９時３０分～１１時３０分
 集合場所＝善福寺公園上池ボート乗り場
前 日本自然保護協会自然観察指導員・萩
原正朗 ３０名 １００円（保険代） 往復ハガ
キ（７面記入例参照）で、８月１３日（必着）
までに自然愛護会杉並事務局・宇田川文明
（〒１６７崖００４２西荻北２崖３１崖１１）へ（先着
順） 同事務局・宇田川緯０９０崖１０３０崖６５１４
（午後７時～９時） 小学生以下は保護者
同伴

★毎木調査〜樹木の高さ・太さの計測体験
　 ８月２６日㈫午前９時～１１時 善福寺公
園上池周辺 小中学生の子どもとその保護
者 ２０組４０名 無料 ・ 電話で、ＮＰＯ法
人善福寺水と緑の会事務局緯３３９６崖２８１８へ

★初心者のための健康マージャン教室　 
９月３日～２１年２月２５日の毎週水曜日①午
前＝１０時～午後１時②午後＝１時３０分～４
時３０分（各計２５回） 麻雀クラブ「東京」
 日本健康麻将協会推薦講師 区内在住の
おおむね５５歳以上の初心者で全回出席可能
な方 各２４名 １回１５００円、テキスト代５００

対 定 費

申 問

他

時

場 内

対 定

費 申

問

時

場

師

定 費 申

問

他

時 場

対

定 費 申 問

時

場

師 対

定 費

円 往復ハガキ（７面記入例参照）に午前・
午後の希望と経験の有無も書いて、８月１５
日（必着）までに日本健康麻将協会杉並健
康マージャン担当・黒川千恵子（〒１６８崖００６３
和泉４崖４９−５崖５０７）へ 同担当・黒川緯
３３１６崖６１５０または緯０９０崖９８４７崖７３５２

★知的障害者施設あけぼの作業所での野菜
づくりボランティア募集　 月～金曜日午
前・午後の約１時間３０分 メンバーと一緒
に畑仕事 ・ 電話で、同作業所緯３３９５崖
１４４１へ 野菜作りの知識のある方歓迎。初
心者も可

★作文募集「銭湯でエコライフ」　 身近な
温暖化対策、ＣＯ２削減をテーマにした作文

申

問

時

内

申 問

他

内

（８００字以内）。詳細は杉並浴場組合 
http://sentou.jpを参照 専用用紙と作
品を、８月３１日までにお近くの銭湯に持参
（ホームページからの応募も可） 杉並浴
場組合・石原緯３３３４崖８４０２（午後１時以降）

★杉並清掃工場親子見学会　 ８月２３日㈯
午後１時３０分～３時 ５０名 無料 ・ 電
話で、８月２１日までに同工場緯３３３１崖６１１０
へ（先着順）

★㈳杉並区シルバー人材センターのリサイ
クル自転車販売会　 ８月１８日㈪～２０日㈬
午前１１時～午後４時 リサイクル自転車作
業所 １台６５００円～ 当日、直接同作業所
へ（先着順） 同作業所緯３３２７崖２２８７

HP
申

問

時

定 費 申 問

時

場

費 申

問

　その他

　講演・講座

　催し

　消防法・都火災予防条例の改正により、都内で
は２２年４月１日から既存の住宅について住宅用火
災警報器の設置が義務付けられます。
◇機種の選び方・設置方法など
　日本消防検定協会などの第三者機関が確認した
機種には、技術的に適合したものである旨の表示
がされていますので、機種を選ぶ際の目安にして
ください。設置も煙や熱を感知しやすい位置に行
う必要があります。詳細は、お問い合わせくださ
い。
　なお、「消防署から依頼された」、「設置しないと
罰金がある」などと偽りのセールスを行う悪質な
販売が発生していますのでご注意ください。
　 杉並消防署☎３３９３崖０１１９／荻窪消防署☎３３９５崖
０１１９
◇火災警報器を防災物資としてもあっせん中
　煙感知式と熱感知式の２種類で各５５００円です
（住宅用火災警報器はまちの電気店などでも購
入・設置可能です）。
　 防災課

問

問

◇高齢者のみの世帯や障害者のための設置助成
　区では、高齢者のみの世帯や障害者・難病の方
がいる世帯に対し取り付けの助成を行っていま
す。事前の申請が必要です。現金の助成はありま
せん。詳細は、お問い合わせください。
　 高齢者施策課地域連携推進係、障害者施策課
障害者福祉係
◇はたらく消防の写生会の作品展示
　区内小中学校・幼
稚園・保育園の子ど
もたちが参加した力
作ぞろいです。
　 ・ ①８月９日
㈯～１３日㈬（小学生
の部）、８月１５日㈮～
１７日㈰（幼稚園・保育園の部）＝杉並公会堂（上
荻１崖２３崖１５）②８月１９日㈫～２９日㈮（小中学生
の部）＝細田工務店（阿佐谷南３崖３５崖２１） 当
日、直接会場へ ①荻窪消防署防火管理係☎３３９５崖
０１１９②杉並消防署防火管理係☎３３９３崖０１１９

問

時 場

申

問　リサイクルひろば高井戸

　家族介護教室

　すぎなみ環境情報館

２２年度から住宅用火災警報器の設置が義務付けられます

　普段何気無く乗っている自転車。正
しい乗り方をご存じですか。
　この機会に、正しい自転車利用のル
ール・マナーを学びましょう。
　学科・実技講習の両方を受講した方
には、自転車安全利用証を差し上げま
す。
　 ９月７日㈰午後１時～３時（雨天
の場合は学科講習のみ実施し、自転車

時

安全利用証は発行しません） 日通自
動車学校（宮前５崖１５） 高井戸警察
署署員 区内在住の小学生以上で自
転車に乗れる方。特に親子での参加、
６５歳以上の方は大歓迎 ５０名 無料
 ・ ハガキ（７面記入例参照）で、
８月１５日（必着）までに交通対策課へ
 自分の自転車でお越しください（雨
天時不要）

場

師

対

定 費

申 問

他

▲自転車安全利用証

自転車の交通事故が
多発しています

 親子・高齢者
三世代 自転車
講習会
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

猿ロボットサッカー体験会参加者募集
　 ８月２７日㈬①午前１０時～正午②午後１時３０分～
３時３０分 科学館 区内在住・在学の小学３年生～
中学生で簡単なパソコン操作ができる方 各３２名
（抽選） 無料 往復ハガキ（記入例参照）に希望回・
学校名・学年も書いて、８月１１日（必着）までに科
学館（〒１６７崖００３３清水３崖３崖１３）へ 科学館☎
３３９６崖４３９１ ロボットキットとパソコンは、科学館
の物を使用します

猿あなたの写真作品募集～杉並区総合文化祭写真展
　 展示＝１０月１７日㈮～１９日㈰午前１０時～午後５時
渇作品受付＝８月２９日㈮～３１日㈰午前９時～午後５
時 セシオン杉並（梅里１崖２２崖３２） テーマ＝自
由渇サイズ＝四つ切り、ワイド四つ切り（銀塩・デ
ジタル可。プリントは写真店仕上げに限る。マット
台紙は用意します） 審査＝東京工芸大学名誉教授・
加藤春生 １点１０００円（１人２点以内。作品受付時
に持参） ・ 電話で、区フォト連合会・服部☎３３３２
崖８７８０、星野☎３３１５崖５４３４または三浦☎０４２２崖５４崖
８９８８へ ①応募作品は基本的に全部展示②肖像権は
各個人の責任③入賞は１人１賞④チラシが区内各写
真店にあります

猿小児救急普及事業～小児科医からのメッセージ
　赤ちゃんに多い病気とその手当て、急病時の適切
な対処法、小児科のかかりつけ医を持つことの重要
性についてお話しします。
　 ８月２８日㈭午後２時～３時３０分 上井草保健セ
ンター（上井草３崖８崖１９） 石川小児科医院医師・
小口美香 区内在住の０歳児（第１子）の保護者 
３０名 無料 ・ 電話で、上井草保健センター☎３３９４

時
場 対

定
費 申

問
他

時

場 内

師
費
申 問

他

時 場
師

対 定
費 申 問

崖１２１２へ（先着順） 託児あり（事前申込制）

猿中途視覚障害者のための生活便利講座
　歩行のこつや日常生活の工夫など、同じ障害のあ
る方からお話をしていただきます。
　 ８月２８日㈭午後１時３０分～５時 あんさんぶる
荻窪（荻窪５崖１５崖１３） 病気、事故などで中途で
目が不自由になり間もない方とその家族 １０名 無
料 ・ 電話で、８月２７日までに杉並障害者福祉会
館運営協議会☎３３３２崖６１２１胃３３３５崖３５８１へ（先着順）

猿杉並でくらす外国人のためのにほんご教室
　日常生活に必要な、基本的な日本語の会話や読み
書きを学びます。
　 ９月１２日～１１月２１日の毎週火・金曜日、午後６
時３０分～８時３０分（９月２３日㈷を除く計２０回） セ
シオン杉並（梅里１崖２２崖３２） レベル別クラスレ
ッスン １カ月２０００円を計３回（テキスト代別） 
往復ハガキ（記入例参照）で、９月２日（必着）ま
でに社会教育センター（〒１６６崖００１１梅里１崖２２崖
３２）へ 同センター☎３３１７崖６６２１胃３３１７崖６６２０ ①
１歳～就学前の託児あり（事前申込制）②クラス分
けのための面接を９月９日㈫午後６時３０分からセシ
オン杉並で行います

猿学校開放公開講座「すぐに役立つ文章講座」
　自分の思いや考え、経験、見聞などを書きたいが、
うまく文章にまとめることができないと思っている
方のための文章講座です。
　 ９月８日㈪・２２日㈪、１０月６日㈪・２０日㈪、１１
月１０日㈪・１７日㈪午後１時～３時（計６回） 向陽
中学校内クラブハウス ジャーナリスト・阿部幸夫
 区内在住・在勤の方 ２０名（抽選） 無料 往復ハ

他

時 場
対

定 費
申 問

時
場

内
費 申

問 他

時
場

師
対 定 費 申

ガキ（記入例参照）で、８月２０日（消印有効）までに向
陽スポーツ文化クラブ（〒１６８崖００７３下高井戸３崖２４
崖１）へ 同クラブハウス☎３３２９崖３９３５（日曜日のみ）

猿障害者のためのパソコン教室
　 ・ 基礎コース＝９月１日㈪～４日㈭午前１０時
～午後０時３０分、８日㈪～１１日㈭午後１時３０分～４
時（Wordの基本操作）渇活用コース＝９月１日㈪
～４日㈭午後１時３０分～４時、８日㈪～１１日㈭午前
１０時～午後０時３０分（Excelの操作）／いずれも計８
回 杉並障害者福祉会館 区内在住・在勤・在学で
障害のある方 各１５名 各２０００円 往復ハガキ（記
入例参照）にコース名・障害の状況、区外在住者は
勤務先または学校名と所在地も書いて、８月２０日（必
着）までに杉並障害者福祉会館運営協議会事務局（〒
１６８−００７２高井戸東４崖１０崖５）へ 同事務局☎３３３２
崖６１２１胃３３３５崖３５８１ 手話通訳を希望する方は、ハ
ガキに記入してください

猿マイバッグキャンペーンin七夕まつり
　区内高等学校・大学・団体からなるマイバッグ推
進連絡会のメンバーと一緒に、オリジナルマイバッ
グを作ったり、風呂敷の結び方を学びませんか。当
日は、マイバッグ普及を呼びかけるヒーロー「杉並
戦隊イレンジャー」も登場する予定です。
　 ８月９日㈯午後１時～３時 JR阿佐ケ谷駅南
口前 無料 当日、直接会場へ 清掃管理課ごみ減
量推進係

猿サイエンス・ウイーク「夏の一般公開」
　 ・ ・ ・ 下表のとおり 科学館（清水３崖
３崖１３） 無料 当日、直接会場へ 科学館☎３３９６
崖４３９１

問

時 内

場 対
定 費 申

問
他

時 場
費 申 問

時 内 対 定 場
費 申 問

催し EVENT

〈サイエンスウイーク／夏プログラム（８月）〉
２７日㈬２６日㈫２５日㈪２３日㈯２２日㈮２１日㈭内容など時　間
気泡緩衝シ
ートが出来
るまで

バーチャル
リアリティ
ーの世界

明日の地球
を海に探れ

大地震が学
校をおそっ
た

恒星探査船
ダンテ

心はどこに
あるか

科学ビデオ
（２２０名）

午前１０時２０分
～１０時５０分

コスミックキャット
プラネタリウム
（１４０名）５歳以上
の子ども向け

午前１１時～正午

リニアモー
ターカー・
大江戸線を
調査せよ！

その「かた
ち」には意
味がある

科学の目で
地球を探れ
！地球観測
衛星

天然センイ
～クモの糸
が秘めた驚
きのパワー

ブラックホ
ールの謎を
探れ

小鳥の歌の
不思議

科学ビデオ上映
（２２０名）

午後１時
～１時３０分

おどるガチ
ャ玉

へんし～ん
ボックス

お目覚めテ
スター

身近なもの
で楽器をつ
くろう

どろだんご
のサイエン
ス

海藻おしば
をつくろう

ジュニア教室
（４０名）５歳～小学
３年生向き

午後１時４０分
～３時

線香花火を
作って楽し
もう（２４名）

貝殻学
（３０名）

土の中の宝
石を見つけ
よう（３６名）

ガラスとク
リスタル
（３０名）

とびだす星
座カード
（４０名）

マーブリン
グ（３６名）

科学体験教室
小学４年生以上午後１時～３時

物質とは何だろう？～物質誕生の秘密となりたちプラネタリウム
（１４０名）大人向け

午後３時１５分
～４時１５分

※定員を超えての入場はできません。先着順。各教室は、当日午後０時５０分から整理券を配付します（１人１枚）。

 　 ・ ・ 下表のとおり 全回参加できる方。９０７、１０５７はデ
ジタルカメラとＵＳＢケーブルを持参できる方 各１０名（抽選。
５名以下の場合は中止することがあります） 各８９００円。９５３、
１００３、３００３は１万７５００円 ハガキ（記入例参照）に教室名・コー
ス番号（第２希望まで）・昼間の連絡先・キャンセル待ちの有無

時 場 内 対
定
費

申

も書いて、９月分は８月１５日、１０月分は９月１２日（いずれも消印
有効）までに杉並区シルバー人材センター清水分室（〒１６７崖００３３
清水３崖２２崖４崖２階）へ 同分室緯３３９４崖２２５３ 自宅のパソコ
ンでの個人指導や各種設定の出張サービスを１時間１９８０円で随時
受け付けています

問 他

㈳杉並区シルバー人材センター

パソコン教室
捌清水教室（清水３崖２２崖４崖２階）

月日／時間コース名・内容レベル番号
９月４日～２５日毎週木曜日の午後B.パソコンもっと上達入門９５２
９月３日～１０月２２日毎週水曜日の
午後

AB.初めてのパソコン／パソコンもっと
上達入門９５３

９月５日～２６日毎週金曜日の午後C.楽しいインターネット／Ｅメール初級９５４
９月５日～２６日毎週金曜日の午前D.楽しい文書作成（Word）初級９５５
９月４日～２５日毎週木曜日の午前N.我が家で使えるExcel応用９６５
９月２日～３０日毎週火曜日の午前
（２３日を除く）VB.パソコンもっと上達（VISTA）入門９０２

９月１日～２９日毎週月曜日の午後
（１５日を除く）

VC.楽しいインターネット／Ｅメール
（VISTA）初級９０４

９月１日～２９日毎週月曜日の午前
（１５日を除く）VD.楽しい文書作成（Word）（VISTA）初級９０５

９月２日～３０日毎週火曜日の午後
（２３日を除く）VE.楽しい表計算（Excel）（VISTA）初級９０６

９月３日～２４日毎週水曜日の午前VF.楽しいデジカメ（写真取り込み／画
像加工）（VISTA）初級９０７

１０月３日～２４日毎週金曜日の午後A.初めてのパソコン入門１０５１
１０月２日～２３日毎週木曜日の午後E.楽しい表計算（Excel）初級１０５６

１０月２日～２３日毎週木曜日の午前F.楽しいデジカメ（写真取り込み／画像
加工）初級１０５７

１０月３日～２４日毎週金曜日の午前J.使いこなすWord中級１０６１
１０月７日～１１月２５日毎週火曜日の
午後VAB.パソコン入門AB連続（VISTA）入門１００３

１０月７日～２８日毎週火曜日の午前VC.パソコン入門Ｃ（インターネット、
VISTA）入門１００４

１０月１日～２２日毎週水曜日の午前VD.Word初級（VISTA）初級１００５

捌阿佐谷教室（阿佐谷南１崖１４崖２みなみ阿佐ケ谷ビル７階）
月日／時間コース名・内容レベル番号

９月５日～２６日毎週金曜日の夜間A.初めてのパソコン入門２９５１
９月６日～２７日毎週土曜日の午前D.楽しい文書作成（Word）初級２９５５
９月２日～３０日毎週火曜日の夜間
（２３日を除く）K.使いこなすExcel中級２９６２

９月６日～２７日毎週土曜日の午後VB.パソコンもっと上達（VISTA）入門２９０２

９月７日～２８日毎週日曜日の午後VC.楽しいインターネット／Ｅメール
（VISTA）初級２９０４

９月７日～２８日毎週日曜日の午前VD.楽しい文書作成（Word）（VISTA）初級２９０５

１０月３日～２４日毎週金曜日の夜間B.パソコンもっと上達入門３０５２
１０月７日～２８日毎週火曜日の夜間C.楽しいインターネット／Ｅメール初級３０５４
１０月４日～２５日毎週土曜日の午前J.使いこなすWord中級３０６１
１０月５日～１１月２３日毎週日曜日の
午前VAB.パソコン入門ＡＢ連続（VISTA）入門３００３

１０月４日～２５日毎週土曜日の午後VC.パソコン入門Ｃ（インターネット、
VISTA）入門３００４

１０月５日～２６日毎週日曜日の午後VD.エクセル初級（VISTA）初級３００６
捌方南教室（方南１崖３崖４崖２階）

９月５日～２６日毎週金曜日の午前B.パソコンもっと上達入門４９５２
９月５日～２６日毎週金曜日の午後C.楽しいインターネット／Ｅメール初級４９５４
９月１日～２９日毎週月曜日の午前
（１５日を除く）E.楽しい表計算（Excel）初級４９５６

９月１日～２９日毎週月曜日の午後
（１５日を除く）J.使いこなすWord中級４９６１

１０月３日～２４日毎週金曜日の午前VA.パソコン入門Ａ（初めてのパソコン、
VISTA）入門５００１

１０月３日～２４日毎週金曜日の午後VD.Word初級（VISTA）初級５００５
※１．WindowsXPとMicrosoftOffice２００３を使用。VistaはMicrosoftOffice２００７を使用。２．午前＝１０時～正午、午後＝１時～３時、夜間＝６時３０分～８時３０分

講演・講座
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、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

　
 

み
ど
り
公
園
課
公
園
利
用
係

す
ぎ
な
み
公
園
育
て
組

◇
制
度
の
概
要

　

地
域
の
方
が
、
自
分
た
ち
で
選
ん
だ

公
園
の
清
掃
や
植
栽
の
手
入
れ
な
ど
の

活
動
を
自
主
的
・
主
体
的
に
行
い
、
区

が
こ
れ
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

地
域
の
方
が
公
園
と
の
か
か
わ
り
を

持
つ
こ
と
で
、地
域
の
連
帯
感
を
高
め
、

公
園
利
用
の
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
や
、
地
域
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
公

問

園
に
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

◇
参
加
で
き
る
方

　

自
治
会
や
町
内
会
・
学
校
・
企
業
・

区
民
な
ど
か
ら
な
る
、
継
続
的
に
活
動

で
き
る
五
名
以
上
の
団
体
。
７
月
１
日

現
在
、
三
四
団
体
、
五
五
一
名
の
方
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

　

区
立
の
公
園
・
児
童
遊
園
な
ど
の
清

掃
活
動
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
除
草
や
水

や
り
な
ど
で
す
。
事
前
に
区
と
協
定
を

結
び
、
活
動
場
所
や
範
囲
な
ど
を
定
め

ま
す
。

◇
区
の
支
援

　

清
掃
用
具
・
園
芸
用
具
な
ど
の
支
給

ま
た
は
貸
与
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

加
入
費
用
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
専
用
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
腕
章

を
お
貸
し
す
る
と
と
も
に
、
活
動
場
所

と
な
る
公
園
に
看
板
を
設
置
し
、
活
動

団
体
を
広
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

花
咲
か
せ
隊

◇
制
度
の
概
要

　

区
立
公
園
な
ど
で
、
花
壇
づ
く
り
な

ど
の
緑
化
活
動
を
地
域
の
方
が
行
う
こ

と
で
、
公
園
の
利
用
拡
大
や
地
域
活
動

の
活
性
化
を
図
り
、
区
が
こ
れ
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
環
境
を
よ
く
す
る
こ

と
で
、
緑
化
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。　

◇
参
加
で
き
る
方

　

区
内
在
住
で
五
名
以
上
の
団
体
な

ど
。
７
月
１
日
現
在
、
一
〇
七
団
体
、

八
六
八
名
の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
内
容

　

地
域
の
方
が
自
主
的
・
主
体
的
に
公

園
の
花
壇
の
土
づ
く
り
や
デ
ザ
イ
ン
、

草
花
の
植
え
付
け
か
ら
始
め
、
除
草
・

水
や
り
な
ど
の
日
常
の
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
（
原
則
一
団
体
四
㎡
程
度
）。

◇
区
の
支
援

　

花
の
苗
・
肥
料
・
園
芸
用
具
を
提
供

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
費
用

の
支
援
を
し
ま
す
。
腕
章
を
お
貸
し
す

る
と
と
も
に
、
活
動
場
所
の
公
園
の
花

壇
に
看
板
を
設
置
し
、
活
動
団
体
を
広

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、

園
芸
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　競技大会

捌区民体育祭秋季大会
◇空手道
　 １０月１９日㈰午前９時～午後５時 日本
大学鶴ケ丘高等学校（和泉２崖２６崖１２） 
種目＝組手・形個人戦（年齢・男女別）、団
体戦 区内在住・在勤・在学または区空手
道連盟加盟団体の方 個人戦＝１種目１０００
円、団体戦＝１チーム３０００円 申込書（区
体育施設にあります）と参加費を、８月２０
日（必着）までに区空手道連盟・渡辺隆明（〒
１５５崖００３１世田谷区北沢３崖３０崖２０）へ現金
書留で郵送 同連盟・渡辺緯５４５４崖０７２０

捌区民体育祭冬季大会
◇サッカー
　 ９月２１日～１２月の日曜日・祝日、午前
９時～午後５時 井草森公園運動場（井草
４崖１２崖１）、下高井戸運動場（下高井戸３
崖２６崖１） ・ 高校＝区内高等学校代表
チーム、一般＝区内在住・在勤で１８歳以上
の男子（高校生は除く）、シニア＝区内在住・
在勤で４０歳以上の男子で編成されたチーム
 １チーム８０００円 ・ 連盟未加盟チーム
は電話で、８月１５日までに区サッカー連盟・
大槻緯０９０崖９８３３崖５０４１（午前９時～午後１０
時）へ 連盟加盟チームには別途通知

捌区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ラジオ体操　みんなの体操大会
　 ８月３１日㈰午前５時５０分集合（６時開
始） 杉並第四小学校（高円寺北２崖１４崖１３）
 区内在住・在勤・在学の方 無料 当日、
直接会場へ 区ラジオ体操連盟・新井緯
３３９１崖５１３０ ①雨天の場合は上履きを持参

時 場

内

対

費

申

問

時

場

内 対

費 申 問

他

時

場

対 費 申

問

他

してください②車での来場はご遠慮くださ
い

捌サマースマイルカップ　ソフトバレーボ
ール大会
　 ８月３１日㈰午前９時～午後７時（区後
援） 上井草スポーツセンター（上井草３崖
３４崖１） 区ソフトバレーボール連盟登録者
（新規登録可） ３６チーム １チーム３０００円
 申込用紙（区体育施設にあります）と参加
費を、８月１８日（必着）までに区ソフトバレ
ーボール連盟事務局・亀山米子（〒１６７崖００４２
西荻北５崖７崖１１崖４１０）へ現金書留で郵送 
同事務局緯５９３８崖８３３１（午前１０時まで）

捌フラダンス　○さ 教室番号「０４３８」
　 ９月５日～１０月１０日の毎週金曜日、午
後１時～３時（計６回） 妙正寺体育館 
区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者
 ４０名（抽選） １６００円 往復ハガキ（７
面記入例参照）に生年月日も書いて、８月１２
日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７崖００３３
清水３崖２０崖１２）へ 同体育館緯３３９９崖４２２４
 ３歳～就学前の託児あり（事前申込制）

捌親子で水遊び　○さ 教室番号「０４６６」
　 ９月６日～１０月１１日の毎週土曜日、午
前９時～１１時（計６回） 杉並第十小学校
温水プール 区内在住で３歳～就学前の子
どもとその保護者 ４０組８０名（抽選） ６４００
円（子育て応援券利用可。利用の場合は申
し込み時に明記） 往復ハガキ（７面記入
例参照）に生年月日も書いて、８月１１日
（必着）までに杉並第十小学校温水プール
（〒１６６崖００１２和田３崖５５崖４９）へ 同プー
ル緯３３１８崖８７６３

時

場

対

定 費

申

問

時

場 対

定 費 申

問

他

時

場

対

定 費

申

問

捌親子リズム体操　○さ 教室番号「０４２６」
　 ９月９日～１０月１４日毎週火曜日、午後
３時～５時（計６回） 永福体育館 区内
在住の３歳～未就学の子どもとその保護者
 ２５組５０名（抽選） １５００円（子育て応援
券利用可） 往復ハガキ（７面記入例参照）
に子どもの名前と親子の生年月日も書い
て、８月１４日（必着）までに永福体育館
（〒１６８崖００６４永福３崖５１崖１７）へ 同体育
館緯３３２８崖３１４６

捌いきいきスポーツ健康塾・リフレッシュ
３（スリー）ゾーン
　スポーツクラブで、専門インストラクタ
ーと一緒に筋力アップからリラックスまで
楽しく運動できるプログラムです。
　 ９月３日～１０月２２日の毎週水曜日、午
後１時～３時（計８回） ヴィムスポーツ
アベニュウ（宮前２崖１０崖４） 区内在住・
在勤・在学で１６歳以上の方 ７２名（抽選）
 ５０００円 往復ハガキ（７面記入例参照）
に生年月日と現在の体力状況（自信がある・
普通・なし）も書いて、８月１８日（必着）
までに㈶杉並区スポーツ振興財団（〒１６６崖
０００４阿佐谷南１崖１４崖２みなみ阿佐ケ谷ビ
ル８階）へ 同財団緯３３１２崖２１１１（区代表）

捌ゴルフ入門講座
　 ①８月３０日～１０月９日②１０月２５日～１２
月４日の水・木曜日午前１１時～午後０時３０
分または午後２時～３時３０分、土・日曜日
の午前１１時～午後０時３０分、火・水・木曜
日の午後７時３０分～９時（各クラス週１回、
計６回。区後援） 火・水・木曜日＝西荻
ゴルフセンター（西荻北２崖３７崖８）、土・
日曜日＝三鷹ゴルフセンター（三鷹市牟礼
１崖１１崖２８） 区内在住・在勤の方 各コ

時

場 対

定 費

申

問

時

場

対

定

費 申

問

時

場

対 定

ース１２名 １万５０００円 往復ハガキまたは
ファクス（７面記入例参照）に希望コース
を第２希望まで書いて、開講日前日（必着）
までに大友和男（〒１６６崖００１１梅里２崖８崖
３胃０４２崖４６３崖５７５０）へ（先着順） 畔蒜
（あびる）緯０９０崖５５６０崖０４２４ 筆記用具・
クラブ（パター・７Iなど）を持参してくだ
さい

捌障害者のためのスポーツ吹矢講座
　息が動力の吹矢は、高い運動能力や腕力
は必要ありません。障害にあわせてだれで
もどこでも気軽にできます。
　 ・ ８月３１日㈰午前１０時～正午＝知的
障害者・精神障害者とその家族・支援者、
午後２時～４時＝身体障害者とその家族・
支援者 杉並障害者福祉会館（高井戸東４崖
１０崖５） ㈳日本スポーツ吹矢協会 各２０
名 無料 ・ 電話またはファクス（７面
記入例参照）に障害種別も書いて、８月２５
日（必着）までに杉並障害者福祉会館緯３３３２
崖６１２１胃３３３５崖３５８１へ（先着順）

捌障害者のためのわいわいスポーツ教室〜
プールで遊ぼう
　 ９月６日㈯午前９時３０分～１１時３０分 
上井草スポーツセンター（上井草３崖３４崖
１） 区内在住・在勤・在学の１５歳以上で
障害の程度の重い方 ３０名（抽選） 無料
 申込書を、８月１５日（必着）までに社会
教育スポーツ課（区役所東棟６階）へ郵送
または持参（申込書は同課、福祉事務所、
区体育施設にあります） 同課 ①一般の
交通機関の利用が困難な方はリフト付きバ
スの送迎が利用できます②当日参加者と一
緒に楽しんでいただけるボランティアの方
を募集しています

費 申

問

他

時 対

場

師 定

費 申 問

時 場

対

定 費

申

問 他

○さ の教室は、杉並区公共施設予約システム「さざんかねっと（スポーツ施設）」から申し込みできます。スポーツ施設用の個
人利用者登録が必要です。申し込みは８月１日午前８時３０分からハガキ締切日まで。

　スポーツ教室

　ポリオ予防接種は特定の日のみ予約制と
なりました。個別の通知は出していません。
◇予約なしで接種できる日
　 ・ A表のとおり 受付時間＝午後０
時４５分～２時１５分（時間厳守） 当日、直
接会場へ
◇予約が必要な日
　 ・ B表のとおり 各日１７０名 電話で、８月７日㈭～１７
日㈰に区コールセンター☎＃８８００、☎３３７２崖８８００へ（先着順。
来場時間は⑴午後０時４５分⑵１時１５分のいずれかを受付時に
お知らせします）

害害〈いずれも〉害害
　 杉並保健所保健予防課☎３３９１崖１０２５ ①母子手帳・ポリ
オ予診票を持参②発熱・下痢・急性疾患など、当日の予診結果
によって接種できない場合もあります③接種開始＝午後１時
３０分④車での来場はご遠慮ください

時 場 内
申

時 場 定 申

問 他

A表：予約なしで接種できる会場と日程
日　　程場　　所

９月９日㈫・２２日㈪
１０月３日㈮・６日㈪・１７日㈮

荻窪保健センター
（荻窪５崖２０崖１）

９月１８日㈭・２４日㈬・２９日㈪
１０月８日㈬・１５日㈬

高井戸保健センター
（高井戸東３崖２０崖３）

９月８日㈪・１９日㈮
１０月９日㈭・２０日㈪

高円寺保健センター
（高円寺南３崖２４崖１５）

９月１６日㈫・１８日㈭・２６日㈮
１０月１４日㈫・２１日㈫

上井草保健センター
（上井草３崖８崖１９）

９月１２日㈮・２６日㈮
１０月７日㈫・１４日㈫

和泉保健センター
（和泉４崖５０崖６）

B表：予約が必要な会場と日程
日　　程場　　所

９月５日㈮・８日㈪荻窪保健センター
９月１１日㈭高井戸保健センター
９月５日㈮高円寺保健センター

みんなで楽しみんなで楽しくく
公園づく公園づくりり

ボランティア募集秋のポリオ予防接秋のポリオ予防接種種


